
  「御神船」とは、伊達藩
の時代、物資流通や大漁

祈願の海渡りに活躍した

船が称賛されて「御神船」と

呼ばれるようになりました。
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　研修会は毎年この時期の重要行事で、生鮮食品

流通に携わる者の全体課題として取り組みます。

　全ての業務の大前提は安全で

安心な食品の提供です。知識と

して習得し、現場で実践し更な

る衛生レベル向上を目指します。

　講師に仙台市食品監視セン

ターの食品衛生監視員、木村俊

朗、岡田幸樹の両氏を迎え「食の

安全・安心」をテーマに、アニサ

キスやフグ毒、腸炎ビブリオな

どの食中毒とその予防法、違反食品の流通防止と食

品表示法に基づく食品表示、法改正に伴うＨＡＣＣ

Ｐ制度化(PDCA サイクルの繰り返

し)についての講義があり、参加

者は真剣に聴講していました。

　会場は新型コロナの感染防止

対策をとって行われました。同

研修会は湿度と気温が上昇する

梅雨と夏場を前に毎年行われて

おり、今年も当日を含め計６回、

延べ２２０人が受講します。

　
仙
台
水
産
は
更
新
14
人
を

含
め
全
員
が
優
秀
な
成
績
で

合
格
。
早
速
、
新
人
の
２
人

が
念
願
の
せ
り
台
に
立
ち
ま

し
た
。
今
後
、
精
進
を
誓
う

新
せ
り
人
を
取
材
し
ま
し
た
。

　
初
セ
リ
一
週
間
前
か

ら
、
せ
り
を
や
っ
て
み

た
い
ワ
ク
ワ
ク
感
が
緊

張
の
ド
キ
ド
キ
に
変
わ

り
当
日
の
朝
を
迎
え
ま

し
た
。
始
ま
っ
た
ら
頭

の
中
が
真
っ
白
に‥

。

早
く
一
人
前
に
な
れ
る

よ
う
日
々
精
進
し
ま
す
。

鮪 部　芳賀 俊彦さん

　
初
セ
リ
は
緊
張
の
あ

ま
り
足
が
震
え‥

。
ど

ん
な
せ
り
を
し
た
か
よ

く
憶
え
て
い
ま
せ
ん
。

終
え
て
仲
買
人
の
皆
さ

ん
か
ら
良
か
っ
た
と
言

わ
れ
、
や
り
遂
げ
た
と

感
じ
ま
し
た
。
成
長
で

き
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

特種部　髙橋 雅幸さん
　
営
業
本
部
副
本
部
長
の
三

浦
伸
一
朗
取
締
役
部
長
は
「
新

せ
り
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
二
人
と
も
大
変
良
い

滑
り
出
し
で
心
強
く
感
じ
て

い
ま
す
。
せ
り
売
り
は
荷
主

様
か
ら
託
さ
れ
た
商
品
を
公

平
・
公
正
に
販
売
し
て
い
く

も
の
で
す
。
誇
り
を
持
っ
て

日
々
精
進
し
て
く
だ
さ
い
。

期
待
し
て
お
り
ま
す
よ
！
」

と
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
２
人
と
も
緊
張
感
が
見
ら

れ
る
も
声
の
大
き
さ
、
目
配

り
、
せ
り
の
タ
イ
ミ
ン
グ
も

良
く
、
華
々
し
い
デ
ビ
ュ
ー

を
飾
り
ま
し
た
。
あ
る
仲
卸

の
Ｇ
部
長
は
初
セ
リ
を
終
え

た
髙
橋
さ
ん
を
手
招
き
で
呼

び
「
堂
々
と
し
て
い
て
よ
か
っ

た
。
細
か
い
こ
と
は
こ
れ
か

ら
覚
え
れ
ば
い
い
ん
だ
」
と

労
い
の
言
葉
を
か
け
及
第
点

を
付
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さらなる衛生レベル向上を期す

　東北南部が梅雨入りして間もない６月２０日、仙水グループと仙台海産物組合は仙台卸売市場

管理棟で合同食品衛生研修会を開き、食中毒予防など食品衛生についての知識を深めました。

仙水グループと仙台海産物組合合同による食品衛生研修会を開く

念願のせり人 日々精進を誓う

新せり人の２人 華々しくデビュー！
　
こ
の
ほ
ど
行
わ
れ
た
仙
台
市
中
央
卸
売
市
場
の
せ
り
人
試
験
で
、

仙
台
水
産
の
新
規
受
験
者
５
人
全
員
が
見
事
に
合
格
。
そ
の
内
２
人

の
新
せ
り
人
が
６
月
２
日
早
朝
、
華
々
し
く
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

▲講師(右)の話を熱心に聞く参加者 (6/20)



我が社に笑顔のこの人あり No.令和  年　 月

仙
台
水
産

近
海
部 

近
海
課

上
地 

裕
土 

さ
ん

　
入
社
し
て
早
や
５
年
目
。

18
歳
か
ら
働
き
始
め
、
月
日

が
経
つ
の
は
早
い
と
感
じ
ま

す
。
さ
ら
に
気
を
引
き
締
め

〝
努
力
・
感
謝
・
笑
顔
〟
を

胸
に
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

運
輸
部 

課
長

小
幡 

友
和 

さ
ん

　
最
近
、
健
康
の
た
め
自
転

車
に
乗
り
始
め
た
ら
ハ
マ
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
休
日
は

あ
ち
こ
ち
走
っ
て
い
ま
す
。

走
り
や
す
い
お
勧
め
コ
ー
ス

が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

仙
台
宮
水

営
業
２
部

大
内 

ひ
な
の
さ
ん

　
入
社
し
て
３
ヶ
月
が
経
ち

ま
し
た
。
ま
だ
不
慣
れ
で
す

が
、
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う

早
く
仕
事
に
慣
れ
貢
献
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
一
日
を
大

切
に
頑
張
り
た
い
で
す
！

管
理
部

小
野
寺 

結
愛
さ
ん

　
入
社
２
年
目
で
す
。
ま
だ

覚
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が

周
り
の
方
々
に
助
け
ら
れ
て

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
運
動
不

足
解
消
の
た
め
、
筋
ト
レ
や

ラ
ン
ニ
ン
グ
を
始
め
ま
し
た
。

警
備
員

　
自
衛
隊
定
年
後
、
警
備
員

と
し
て
勤
務
し
早
や
８
年
目

に
な
り
ま
し
た
。
今
後
と
も

初
心
を
忘
れ
ず
、
グ
ル
ー
プ

各
社
様
に
貢
献
で
き
る
よ
う

笑
顔
で
勤
務
に
精
励
し
ま
す
。

　
今
年
、
入
社
２
年
目
で
す
。

こ
れ
ま
で
日
々
勉
強
の
連
続

で
し
た
。
今
後
も
体
調
管
理

に
気
を
付
け
、
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
に
毎
日
笑
顔
で

業
務
を
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

仙
台
丸
水
配
送

仙
台
商
産

市
川 

年
人 

さ
ん

須
田 

　
篤 

さ
ん

仙
台
丸
水
配
送

桃
浦
か
き
生
産
者
合
同
会
社

生
産
部 

課
長

1126４

　
冒
頭
、
石
森
克
文
副
社

長
は
「
本
研
修
の
意
義
は
、

勉
強
し
て
得
た
知
識
が
自

分
の
仕
事
に
役
立
つ
よ
う

身
に
付
け
る
こ
と
、
明
日

の
仕
事
に
使
え
る
こ
と
。

流
通
の
基
礎
を
し
っ
か
り

覚
え
、
少
な
く
と
も
お
客

様
と
同
じ
レ
ベ
ル
で
会
話

で
き
る
知
識
を
身
に
付
け

て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

　
講
師
と
テ
ー
マ
は
週
替

わ
り
で
、
一
回
目
は
石
森

副
社
長
と
営
業
企
画
部
の

廣
澤
一
浩
部
長
が
「
流
通
の

基
礎
用
語
、
店
舗
売
場
の

見
方
（
Ｍ
Ｒ
）の
常
識
」の
テ
ー

マ
で
行
わ
れ
、
リ
モ
ー
ト

先
３
社
を
含
め
計
17
人
が

受
講
し
ま
し
た
。
研
修
は

原
則
希
望
者
の
み
で
、
土

曜
日
を
基
本
に
７
月
ま
で

計
11
回
開
か
れ
ま
す
。

　
平
成
17
年
の
オ
ー
プ
ン

以
来
、
グ
ル
ー

プ
社
員
、

ご
家
族
様
多
数
の
ご
利
用

を
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の

行
動
制
限
や
自
粛
生
活
な

ど
未
だ
感
染
リ
ス
ク
に
苛

ま
れ
る
日
々
が
続
き
ま
す
。

　
こ
こ
は
ひ
と
時
、
我
慢

の
日
常
を
離
れ
て
別
世
界

に
浸
る
こ
と
は
明
日
へ
の

活
力
の
源
に
な
り
ま
す
。

エ
ア
コ
ン
完
備
の
リ
ビ
ン
グ

で
周
り
に
気
兼
ね
な
く
く
つ

ろ
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
温
泉
効
能
は
神
経
痛
や

筋
肉
痛
、
リ
ウ
マ
チ
性
疾

患
、
更
年
期
障
害
な
ど
に

効
き
目
が
あ
り
ま
す
。
　

※

引
き
続
き
仲
卸
様
の
ご

利
用
も
お
待
ち
申
し
上
げ

ま
す
。
お
問
合
せ
は
仙
台

商
産 

℡
０
２
２-

２
３
２-

８
２
８
３ 

大
森
ま
で
。

▲自発的に参加、学習に取り組む若手社員▲今はアジサイの花がお出迎え、蔵王研修所

今
年
度 

若
手
社
員
研
修
始
ま
る

　
仙
台
水
産
は
５
月
21
日
、
入
社
し
て
間
も
な
い
営
業
社
員
を
対
象
に
し
た
令
和

４
年
度
の
研
修
を
始
め
ま
し
た
。
若
手
社
員
研
修
の
一
環
で
今
年
度
が
３
回
目
。

一
日
一
組
、
源
泉
か
け
流
し
の
湯 

蔵
王
研
修
所

　
コ
ロ
ナ
禍
の
い
ま
、
蔵
王
研
修
所
で
日
常
を
離
れ
て
ひ
と
と
き
の
安
ら
ぎ
を
。

一
日
一
組
の
限
定
貸
し
切
り
、
源
泉
か
け
流
し
の
湯
が
ご
家
族
か
ら
好
評
で
す
。



　仙台水産は５月２６日早朝、仙台市と歴史姉妹都市を提携している愛媛

県宇和島市の特産品をＰＲする販促イベントを仙台卸売市場で開きました。

　宇和島市は養殖真鯛の生産量日本一を誇るほかブリやシマアジの養殖、

柑橘類のミカンやデコポン栽培などが盛んです。令和２年の仙台水産養殖

真鯛産地応援企画に次ぐ二度目の販促イベントで、岡原文彰市長自ら来仙

してのトップセールスです。会場には特産の養殖真鯛などの魚介類、協賛

の仙台あおば青果（佐藤

龍悦社長）提供の宇和

ゴールドなどを展示。

　法被姿の岡原市長は

「わが市は第一次産業の

魚類養殖と柑橘栽培、真

珠などで勝負している

街。今後ともお力添えを

お願いしたい」と意気込

みを話していました。

　イワシの代表であるマイワシは、北から南までの海岸近くから沖合の海

面付近に生息し大群を作って遊泳する回遊魚です。海洋動物の中で最も質

量が多く、食物連鎖の根幹を作っている“鰯”古くから大衆魚として食べ

られてきました。あの有名な紫式部の大好物であったとも言われています。

　イワシはとても栄養価が高く、アミノ酸、たんぱく質が豊富で、良質の

不飽和脂肪酸を多量に含みます。また、カルシウム、リン、マグネシウム

も豊富。成長期の子供、中高年の方におすすめの食材です。特に梅雨時期

のイワシは「入梅鰯(ニュウバイイワシ)」と言われてとても美味しいので、

梅煮、佃煮、つみれ汁、蒲焼き、フライ、天ぷら、ハンバーグなど、色々

なメニューを紹介しましょう。

令和　 年　  月 仙水グループ広報 御 神 船 第　　　号

　　

　　  7 月度メディア情報  《番組出演》 7/8 ㈮ 16:20 ～ミヤギテレビ OH! バンデス 「宮城の涼味！サッパリほやキムチ冷麺」

　　　　　　　　　　　　　　　  《雑誌掲載》 6/28 ㈫  発売 情報誌りらく 7 月号 「満点盛り！タコとおくらのフレッシュマリネ」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※詳しくは仙台水産営業企画部まで

　仙台水産は６月７日早朝、仙台卸売市場で本格入荷が続く旬のホヤと

ホッキ貝を様々な商品化で提案するＰＲイベントを開きました。

　今シーズンの宮城県産ホヤは、女川や石巻を主体に４年子の大型サイズ

が潤沢に入荷しています。６月の期間限定で入荷する東松島産ホッキ貝も、

当日約２００㌔上場され本格入荷が続いています。会場ではホヤしそ風味

や塩辛など、味付け加工商材やホヤのアヒージョ、郷土料理のホヤたまご、

ホヤＢＢＱなどメニュー

提案され、買受人らの

関心を集めました。ホッ

キ貝はホッキ飯として

炊き込みご飯の具や寿

司種などに使われます。

　当日も在仙メディア

が多数取材に訪れ、テ

レビや新聞で取り上げ

ていただきました。

　仙台水産は６月１４日早朝、仙台卸

売市場で１９日の「父の日」を前に、

お父さんに感謝する「父の日ごちそう

フェア！」の企画提案を行いました。

　会場に今が旬のウニやホタテ、本マ

グロなど各部門長一押し海鮮丼５品や

塩釜産天然本マグロ、刺身用銀ザケ、

アワビ、生カツオたたきなどが展示さ

れ買受人らの関心を集めました。

　月刊大人の情報誌りらく６月号は「イ

ワシを食べよう」。マイワシは通年、全

国各地で安定して水揚げされます。６～

７月は一年で最も脂がのっており「入梅

イワシ」と呼ばれています。刺身やたた

き、塩焼きなど様々な料理で楽しめます

が今回は「フレンチ風！イワシのパン粉

オーブン焼き」を紹介しました。

６ 198４

▲栄養も豊富、青魚のイワシで健康に

▲記念撮影：岡原市長(中央)、佐藤社長(左)、本田社長(右)

▲本格入荷のホヤとホッキ貝を様々なアイテムで提案した▲ひと手間で旨みと酸味が味わえるフレンチ風

▲感謝を込めた豪勢な海鮮丼に関心が集まった

各地域、時節に合わせイベント企画

今月の旬のお魚

イ ワ シ
№39

市場発！宇和島特産品フェア

本格入荷！旬の宮城県産ホヤ、ホッキ貝を提案

父の日 ごちそうで感謝！

りらく６月号はイワシ
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　梅雨に入り雨の日が多くなると、スリップ事故や停止する距離が伸び

て追突事故を起こすなど細心の注意が必要になります。近年は集中豪雨

や台風接近が目立つことから、異常気象時の運転にも注意が必要です。

　雨天時の運転は神経を使い、早く目的地に着こうと気分が急いでイラ

イラした気分になります。安全運転にしっかり意識を集中しましょう！

◆雨天時は車間距離を普段より１.５倍程とる

◆雨が降ってきたら必ず減速、ライトをつける

◆高速道路では追越しをしないように心がける

◆緩いカーブわずかな坂道でも慎重に運転する

◆自転車傘さし運転に警戒◆雨天時、予定経路

にアンダーパス (ex 鉄橋の高架下 ) があればう

回路を検討する◆車の点検は常日ごろ万全に！

　東北地区の中央、地方市場の水産卸で組織する東北水産物卸売市場連合

会（東北水連、会長・本田誠仙台水産社長＝４３社）の第６５回定時総会

が６月７日、江陽グランドホテル（仙台市青葉区）で会員や行政関係者ら

約７０人が出席して開催されました。

のような環境下でも生鮮

食品を消費者に届けるの

が市場の使命。食の要を

担う市場流通機能の継続

には絶えず変革が求めら

れる。変化を的確に捉え

た市場戦略に協調して取

り組む必要がある」とあ

いさつしました。

　続いての来賓あいさつ

　冒頭、主催者の本田会長は、海水温上昇によるイカやサケなど主要魚

種の不漁、急激な円安に伴う輸入原料価格の高騰、コロナ禍による消費

動向の変化などで「これまでと環境が劇的に変化している」と指摘し、「こ

で、坂本修東北農政局長（吉永宏喜経営・事業

支援部食品企業課長代読）、村井嘉浩宮城県知

事、郡和子仙台市長（藤本章副市長代読）がそ

れぞれ市場活性化に向けた取り組みの重要性を

強調し祝辞を述べました。

　議事では前年度決算と今年度予算案を承認・報

告したあと次期開催地を福島県に決めました。　

　総会終了後、農林水産省大臣官房新事業・食

品産業部食品流通課の金澤正尚卸売市場室長が

「卸売市場をめぐる情勢等について」と題して、

水産物を中心に卸売市場をめぐる最近の情勢、水産の現状と課題（新たな

水産基本計画等）、物流全体の現状と課題（総合物流施策大綱等）など、

今後の方向について資料を基に記念講演が行われました。

　仙台水産は５月２４日、第６８期定

時株主総会を開き、本田社長はあいさ

つで「前年は厳しい経営環境での営業

を余儀なくされたが大幅に業績向上を

実現できた。今期も社会の変化にスピー

ド感を持って対応しなお一層社業発展

に邁進していく」とあいさつしました。

　６月７日早朝、農水省の金澤正尚卸

売市場室長が市場視察に訪れました。

　同室長は当日、仙台市内で開かれる

東北水連定時総会出席に合わせて来仙

したもので、東北の食品流通の要を担

う仙台卸売市場の流通を視察するため

早朝の鮮魚売場を訪れたものです。

　６月１５日、仙台水産の若手社員ら

２５人が山元町の「やまもとファーム

みらい野」で栽培切り替えに伴う最終

収穫のイチゴ狩りを行いました。

　仙台水産は全農みやぎを介し同社と

協力関係を結んでおり、これまで仙水

グループ生産会社の現場に様々な取り

組み方のご教示をいただいています。

コンプライアンス推進室から　№26
梅雨どき、異常気象時の安全運転について

※実践しよう！雨天時の安全運転チェックポイント

「変化捉えた市場戦略を」 本田会長 
東北水産物卸売市場連合会定時総会を開催

さらなる社業発展に邁進

農水省の金澤室長が視察

農場で若手がイチゴ狩り
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▲視界不良による衝突事故！

▲あいさつする本田会長

▲講演する金澤正尚氏

▲議事を進める本田社長(向かって 1列目左側)

▲金澤室長(右から 4人目)にホヤの説明をする
鈴木潤一部長(同 3人目)

▲子どもらも楽しんだハウス内でのイチゴ狩り


